
 

オンライングループワークにおけるエビデンス集めの重要性 

 
 
 
 
 
Q1. この授業で取り⼊れられた⼯夫について、改めて具体的に教えてください 
例年対⾯で⾏なっていた時と同等の授業の実現のため、Zoom のブレイクアウトルームの機能を使っ
て授業を⾏いました。オンラインでグループワークを⾏う場合、対⾯と異なって難しいのは、それぞ
れのグループの進捗度の把握になります。対⾯の場合は、全体的な雰囲気を⾒て、どのグループが問
題なく進んでいるか、どのグループは少し困っていそうかを雰囲気から感じ取ることが可能ですが、
オンラインでのグループワークではこれが⾮常に難しくなります。そのため、各グループの進捗度お
よび成果について「どのようなエビデンスを提出させるか」に配慮して授業を⾏いました。 
 
Q2. 取り⼊れた結果、学⽣の反応はどうでしたか 
学⽣は例年と遜⾊ない成果物を作り上げることができました。また、教員と学⽣がルーム内を⾃由に
⾏き来できたことで、対⾯に近い環境を創出できたと考えています。 
 
Q3. 取り⼊れるために必要な準備 
Zoom で教員がブレイクアウトルーム を技術的に使えることが必要です。また、エビデンスとして何
を集めるか、学⽣に成果物として何を求めるかを事前に考えることが最も重要になります。次ページ
に今回の授業で集めたエビデンスの例を⽰しましたので、ご参考になれば幸いです。さらに⾔えば、
作業を円滑にするため、ブレイクアウトルーム⽤のモニター、資料⽤のモニター、そして Moodle ⽤
のモニターというように、複数のモニターを⽤意して授業に臨むと良いように思います。 
 
〜インタビュアー雑感〜 
オンラインでのグループワークの難しさ、そしてその難しさを克服する⽅法に関して⾮常にわかりや
すく教えていただきました。また、こうしたエビデンス集めは、単に⾃動的に集まるものではなく、
教員の側があらかじめ「授業のどの段階でどのエビデンスをどのように集めようか」を計画しておく
必要性があることは、オンラインでグループワークを取り⼊れようと思われる⽅には⾮常に⽰唆的と
感じました。 
  

科⽬名：⼤問題を解決しよう 

担当教員： 岡本剛 准教授（基幹教育院） 

形式：リアルタイム型 

学年：⼤学院⽣ 
⼈数：5 ⼈ 
ツール：Zoom 
評価⽅法：授業への参画、授業態度、成果物の
提出（マインドマップ、プレゼン） 
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